
事務連絡
2021年10月お申し込み 

事前お問合せ
さかえ横浜会議 事務局（こしいしかつ子事務所内） 
電話：045-443-8166　FAX：045-443-8167　Eメール：koshiishijimusho@gmail.com

▼当日は受付完了メールに記載されたリンクを使って接続開始時間以降にご自身のPC、スマートフォン、タブレット等で接続してください▼参加者ご自身によるカメ
ラ・オフや退室は原則自由ですが不審者の紛れ込み防止等保安上の観点からカメラ・オンにてお顔を拝見させていただく場合があります▼会全体を通じ多くの場面で運
営スタッフが適宜にマイクやカメラのオン・オフ操作を行います▼運営側が会進行の妨げになると判断した時は事前のお断りなく強制的にご退出いただく場合がありま
す▼会の途中でもご自身でカメラ・オフにして自由に離席するなど、心身ともにリラックスした状態でご参加ください。 
◎今回の講師はフィリピンからリモートでご登壇いただきます。通信回線の状態や停電など現地インフラの状況、また終夜区別のない急なお産への対応など、ご登壇が
難しくなる場合もあります。なにとぞごご理解いただきますようお願い申し上げます。 

お申込みは   
ココから

毎⽉11⽇は

さかえ横浜会議の⽇

集まっても、オンラインでも

接続開始18:45
19:00月11/10

Zoomオンライン開催

第65回 さかえ横浜会議

1967 大阪生まれ 
1993 青年海外協力隊参加 モルジブ共和国 
 地方病院に2年間勤務 
1997 ピナツボ山麓・スービックに渡比 
2000 現地に無料診療所（助産所）開設 
2003 診療所が保健所として認可 
2018 第50回 社会貢献者表彰 受賞 
2019 第15回 ヘルシー・ソサエティ賞 受賞

助産師／セントバルナバ マタニティーセンター
冨田江里子 さん

えりことみた

10月のさかえ横浜会議は、フィリピンの小さな村に診療所をつく
り、地域住民の妊産婦診察と出産、一般診療を無料で続けている
女性 冨田江里子さん にご登場いただきます。

食べ物や医療が急速に近代化したフィリピンのお産と子どもたち
の変化。フィリピンで無料の助産所「セントバルナバ マタニティー
センター」を開設して助産師をされる冨田さんのお話からは、人間
の体に宿る力や可能性の奥深さを知ることができます。

日本人である前に、私たちはみんな「人間」という動物だったという
こと…。 私たちが日本の暮らしの中で「普通で当たり前」だと思っ
ていたことが、一歩外に出てみたら普通でも当たり前でもないら
しいということ…。 

長年にわたる奮闘の日々から見えてきた世界、日本への温かい想
いと海外から日本の仲間への問題提起をいただきたいと思いま
す。皆さんぜひ奮ってご参加ください。 
たくさんの方のZoomでのご参加、ご視聴をお待ちしています。
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発見！ 

こんなとこ
ろに 
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2014年 テ
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各種テレビ媒体にて紹介

日本人は見失ってしまったの
生きる。生む、

？
産後鬱・育児困難・グレーゾーン。

日本で飛び交う常識的課題を海外


　から自然体で眺めることに 
 　理解のヒントが！産む、

Zoomオンライン開催 https://entry.headway.jp/
sakae-yokohama/20211011te/


